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インバウンドの再始動に向けた取り組み
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日本政府観光局企画総室長
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コロナウイルス感染症の拡大に伴う航空
便数の大幅減少・入国制限措置により、
統計を取り始めた1964年以降の過去最
低を記録。

日本の状況（訪日外客数の推移）
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世界各国の感染状況（新規感染者数・日別）

出典：WHO Health Emergency Dashboard
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(39,944,882)
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(1/4～10/19)

出典：COVID-19 Map - Johns Hopkins Coronavirus Resource Center
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世界各国の感染状況（新規感染者数・日別）
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世界各国の最新動向

市
場

日本側 相手国側

入国
規制

出国
規制

日本に関する出入国規制 日本以外の国に関する出入国規制

出国規制 入国規制
日本以外の主な

競合国への出国規制
日本以外の国からの入国規制

韓
国

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航中止
勧告

特別旅行注意報
（短期・緊急の危険が高
まった場合に発令）

★ビジネストラック・
レジデンストラック開始
＜入国制限＞
・査証免除措置停止
・発行済査証効力停止
＜入国後の行動制限＞
・14日間自宅/施設隔離義
務/検査受検等

○中国
・5/1「ファストトラック制度」開始
・8/1 韓国人留学生、就業者へのビザ発
給再開
○インドネシア
・8/17「ファストトラック制度」開始
○シンガポール
・9/4「ファストトラック制度」開始
○ベトナム
・9/25「ファストトラック制度」開始
※開始時期は未定

○短期査証免除相互協定継続中の国
（米国、メキシコ、アイルランド、英国な
ど。公式に公開していない）
＜入国制限＞
短期査証免除措置を継続
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様
○それ以外の国
＜入国制限＞
左記日本と同様（元々、査証免除協定
がない国はその項除く）
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

中
国

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航中止
勧告

自粛要請
（実質的な禁止）

＜入国制限＞
・査証免除措置停止
・経済貿易・科学技術・人道
主義等に限り、査証発行再
開※有効な居留許可を有す
る者の入国はビザ不要
＜入国後の行動制限＞
・14日間施設隔離
・上海市は条件付きで「7日間
の施設隔離+7日間の自宅隔
離」許可

○韓国
・5/1 「ファストトラック制度」開始
○シンガポール
・6/8「ファストレーン」導入開始
○ミャンマー
・6/12「ファストラック」導入発表
○インドネシア
・8/20「トラベルコリドー」合意

○世界150ヵ国
＜入国制限＞
左記日本と同様
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

東アジア①（2020年10月21日時点）
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世界各国の最新動向
東アジア②（2020年10月20日時点）
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市
場

日本側 相手国側

入国
規制

出国
規制

日本に関する出入国規制 日本以外の国に関する出入国規制

出国規制 入国規制
日本以外の主な

競合国への出国規制
日本以外の国からの入国規制

香
港

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航中止
勧告

1.黄色（渡航注意）
2.紅色
（渡航自粛要請）
3.黒色
（渡航中止勧告）

＜入国制限＞
・中国本土、マカオ、台湾以
外からの非居住者の入境禁
止（12/31まで）
＜入国後の行動制限＞
・入国後、コロナ検査受検。
陽性の場合、陰性の場合、
14日間隔離。

○シンガポール
・10/15 「エア・トラベル・バブ
ル」協定を合意。開始日程などの
詳細は未発表。

○ハイリスク地域（インド、インドネシア、米
国、英国、フランス、ロシア等）
＜入国制限＞
陰性証明と１４日以上のホテルの予約確
認の提出が必要。
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様。
○その他の国
＜入国制限＞
左記日本と同様。
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様。

台
湾

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航中止
勧告

1.灰色（注意）
2.黄色
（渡航是非検討）
3.オレンジ色
（不要な渡航回避）
4.赤色
（最上級の退避）

★レジデンストラック開始
＜入国制限＞
・ビジネス等の目的に限り、
入境可能
＜入国後の行動制限＞
・14日の在宅検疫等

○中国、韓国、台湾
左記日本と同様。

＜入国制限＞
○中国籍・香港・マカオ籍
原則、入境禁止（居留証を所持する台湾
籍者の配偶者のみ可。条件により左記日
本からの入境同様の制限で可。）
＜入国後の行動制限＞
○フィリピン
疑わしい症状がある人は検査受検・隔離
等の行動制限あり
○感染リスクが低い国地域からの短期滞
在のビジネス客
14日間の隔離日数の短縮条件あり
○その他の国
左記日本と同様
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世界各国の最新動向

市
場

日本側 相手国側

入国
規制

出国
規制

日本に関する出入国規制 日本以外の国に関する出入国規制

出国規制 入国規制
日本以外の主な

競合国への出国規制
日本以外の国からの入国規制

タ
イ

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告

なし
（但し、民間航空
局が通常旅客便
の運航を禁止して
いるため、出国は
実質不可）

★レジデンストラック開始
＜入国制限＞
・タイ政府が許可した臨時便
等の搭乗でのみ入国可能。
＜入国後の行動制限＞
・14日間施設隔離、検査陰性
証明・入国時の受検両方が必
要

左記日本と同様 左記日本と同様

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告

全ての海外旅行の
延期勧告（NZ、ブ
ルネイ、豪州（ビク
トリア州除く）、ベト
ナムを除く）

★ビジネストラック・
レジデンストラック開始
＜入国制限＞
・就労パスとその帯同パスを
含む長期滞在ビザ保有者のみ
入国可能。
＜入国後の行動制限＞
・14日間、政府指定施設にて
隔離及び隔離終了前の検査
（自己負担）

○中国
・6/8「ファストレーン」導入
○マレーシア
・8/17 「定期通勤協定」、「相互グ
リーン・レーン」開始
○韓国
・9/2「ファストレーン」を導入で合意。
○香港
・10/15：「エア・トラベル・バブル」協
定を合意。開始日程などの詳細は未
発表。

○ＮＺ、ブルネイ、豪州（ビクトリア州除く）、
ベトナム
＜入国制限＞
・公務・ビジネスに目的を限定しない入国
が可能
＜入国後の行動制限＞
空港で検査して陰性であればなし

○中国、マレーシア、台湾、マカオ、香港
＜入国制限＞
左記日本と同様
＜入国後の行動制限＞
低リスク国に認定されているため、入国後
隔離日数14日→7日に短縮

○その他の国
＜入国制限＞
左記日本と同様
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

東南アジア①（2020年10月20日時点）
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世界各国の最新動向

市
場

日本側 相手国側

入国
規制

出国
規制

日本に関する出入国規制 日本以外の国に関する出入国規制

出国規制 入国規制
日本以外の主な

競合国への出国規制
日本以外の国からの入国規制

マ
レ
ー
シ
ア

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告
出国禁止

★レジデンストラック開始
＜入国制限＞
・長期滞在ビザ（ＭＭ2Ｈ）保有者・
一部駐在者のみ入国可。
※全ての新規及び既に学生パス
を有する外国人留学生の入国を
12/31まで禁止
＜入国後の行動制限＞
・政府指定の施設またはホテルで
14日間隔離（自己負担）
・入国時の検査受検

○シンガポール
・8/17 「定期通勤協定」、「相
互グリーン・レーン」開始

○インド、米国、英国等（感染者数が15万人を
超える国）
＜入国制限＞
入国禁止
※駐在員、技術者、永住者、マレーシア人の配
偶者、学生パス保有者などの入国は認める。
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

○その他の国
＜入国制限＞
左記日本と同様
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告

ﾚﾍﾞﾙ1 注意事項なし
ﾚﾍﾞﾙ2 注意喚起
ﾚﾍﾞﾙ3 渡航延期勧告
ﾚﾍﾞﾙ4 渡航禁止勧告

＜入国制限＞
・ビジネス等、特定の目的の渡航
について査証や滞在許可の新規
発給を一部再開。
※陰性証明または検査受検が必
要
＜入国後の行動制限＞
・14日間自主隔離等

○韓国
・8/17「トラベルコリドー」開始
○UAE
・7/29「トラベルコリドー」開始
○中国
・8/25「トラベルコリドー」開始
○シンガポール
・10/26「トラベルコリドー」開始
見込

左記日本と同様

東南アジア②（2020年10月20日時点）
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世界各国の最新動向

市
場

日本側 相手国側

入国
規制

出国
規制

日本に関する出入国規制 日本以外の国に関する出入国規制

出国規制 入国規制
日本以外の主な

競合国への出国規制
日本以外の国からの入国規制

フ
ィ
リ
ピ
ン

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告

・10/21よりフィリピン
人の自由な海外渡航
が許可。

＜入国制限＞
・フィリピン人と婚姻関係にある外
国人で、滞在ビザを所有している
者、親がフィリピン人の者、外交旅
券保持者が入国可能。
＜入国後の行動制限＞
・入国後PCR結果が出るまでホテ
ル隔離。その後、入国日から14日
間の自宅隔離。

○台湾
左記日本と同様

左記日本と同様

ベ
ト
ナ
ム

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告
なし

★レジデンストラック開始
ビジネストラック開始で合意
＜入国制限＞
・外交旅券保持者、専門家等のみ
査証を発給し入国許可。
＜入国後の行動制限＞
・強制隔離。※一部緩和条件あり

左記日本と同様 左記日本と同様

イ
ン
ド

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告
渡航自粛要請

＜入国制限＞
・9/17にインド政府は日本と「エ
アバブル」を構築したことを発表。
ビジネス査証・就労査証等の既存
保持者及び新規発行査証の保持
者は臨時便で入国可能。
＜入国後の行動制限＞
・14日間隔離。
・渡航前4日以内のＰＣＲ検査陰
性証明書提示で前半7日間の設
隔離免除。

○アメリカ、フランス、ドイツ、英国、
カナダ、UAE等
相手国からの帰国を希望するインド
人や相手国査証を保持しているイン
ド人・外国人を渡航させる「エアバブ
ル」構築（UAEは10/31まで）

＜入国制限＞
・ビジネス査証・就労査証の既存
保持者及び帯同家族と、一部の
新規取得者及びその帯同家族が
個別審査により査証を取得した場
合、チャーター便にて入国可能。
※インド人の入国は可能
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

東南アジア②（2020年10月20日時点）
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世界各国の最新動向

市
場

日本側 相手国側

入国
規制

出国
規制

日本に関する出入国規制 日本以外の国に関する出入国規制

出国規制 入国規制
日本以外の主な

競合国への出国規制
日本以外の国からの入国規制

英
国

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告
なし

＜入国制限＞
なし
＜入国後の行動制限＞
なし

○タイ、香港
・出入国制限解除
○アメリカ
・英国側の出入国規制あり
○豪州
・英国側の出入国制限解除

＜入国制限＞
・なし
＜入国後の行動制限＞
・日本を含む50以上の国・地域以外からの入国は、14日間自
主隔離

フ
ラ
ン
ス

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告
なし

＜入国制限＞
なし
＜入国後の行動制限＞
なし

なし
（ただし、欧州とEU外10か国以外の地域
への旅行は渡航延期を勧告）

○韓国、豪州、等10ヶ国（低リスク国）
＜入国制限・入国後の行動制限＞
なし

○アメリカ等の4か国（高リスク国）
＜入国制限＞
搭乗時、72時間以内の検査結果の提示が必要
＜入国後の行動制限＞
知事の権限により隔離が求められる場合あり

○インド、メキシコ等28か国（高リスク国）
＜入国制限＞
到着時に、72時間以内の陰性検査結果提示ができない場
合、空港内検査施設へ移送
＜入国後の行動制限＞
知事の権限により隔離が求められる場合あり

〇上記以外の国（中国、ロシア等）（中リスク国）
＜入国制限＞
搭乗3日以内に実施の検査結果の提示。提示できない場合、
14日間の自主隔離を勧告。
＜入国後の行動制限＞
検査結果が陰性の場合、行動制限なし。

欧州①（2020年10月20日時点）
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世界各国の最新動向

市
場

日本側 相手国側

入国
規制

出国
規制

日本に関する出入国規制 日本以外の国に関する出入国規制

出国規制 入国規制
日本以外の主な

競合国への出国規制
日本以外の国からの入国規制

ド
イ
ツ

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告

入国規制があ
るため、観光
旅行は推奨さ
れない

＜入国制限＞
観光目的の入国不可（長期滞在有
資格者及び出張を含め重要かつ必
須な渡航理由がある場合は入国可）

＜入国後の行動制限＞
なし

○ＥＵ加盟国、シェンゲン協定加盟国、
英国、モナコ、サンマリノ、バチカン
・出入国制限解除。うちリスク地域（ス
ペイン、英国等）については渡航自粛要
請
○豪州、カナダ、タイ等の5か国
・入国制限解除、出国については国別
に規定

○リスク地域以外（タイ・韓国・日本等）
＜入国制限＞
国別に規定
＜入国後の行動制限＞
なし

○リスク地域（米国、ロシア等）
＜入国制限＞
国別に規定
＜入国後の行動制限＞
原則として14日間の隔離。
入国後の検査、または入国前の陰性結果の提示。陰
性の場合、隔離義務免除もしくは期間の短縮が可能
な場合あり。

イ
タ
リ
ア

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告
なし

＜入国制限＞
・なし
＜入国後の行動制限＞
①隔離時の連絡先等を記入した
宣誓書の提出
②隔離場所への私的な交通手段
の確保
③保健当局への入国連絡
④14日間の健康観察と自己隔離

○ＥＵ加盟国、英国
・出入国制限解除
○オーストラリア、カナダ、ニュージーラン
ド、韓国、タイ
・出入国制限解除。14日間隔離は必要。

○リストA・リストB（EU加盟国（一部除く）等）
＜入国制限＞
左記日本と同様
＜入国後の行動制限＞
なし（リストBの一部の者は、陰性結果の提示または、
到着時の検査の義務あり。）

○リストC・リストD（豪州、韓国、EU加盟国の一部等）
＜入国制限＞
左記日本と同様
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

○リストE（上記リスト以外の全ての国・地域）
＜入国制限＞
原則入国禁止
但し、業務上の必要性や緊急性等が証明されている
場合にはリストDと同じ運用

欧州②（2020年10月20日時点）
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世界各国の最新動向

市
場

日本側 相手国側

入国
規制

出国
規制

日本に関する出入国規制 日本以外の国に関する出入国規制

出国規制 入国規制
日本以外の主な

競合国への出国規制
日本以外の国
からの入国規制

豪
州

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告

・ﾚﾍﾞﾙ1：一般的に必要とされ
る注意を心掛けること
・ﾚﾍﾞﾙ2：十分注意
・ﾚﾍﾞﾙ3：不要な渡航中止
・ﾚﾍﾞﾙ4：
・渡航禁止（12/17まで）
※治療等の特例を除く

＜入国制限＞
・入国禁止
＜入国後の行動制限＞
・14日間施設隔離

国境封鎖中

左記日本と同様（NZ除）
※NZ（ホットスポットでは指摘されてない
場所）から一部の州への一方通行での渡
航許可。１４日の隔離は免除されるが、
NZ帰国時は１４日間の隔離。

米
国

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告

1.リスクなし
2.ﾚﾍﾞﾙ1（低リスク）
3.ﾚﾍﾞﾙ2（中リスク）
4.ﾚﾍﾞﾙ3（高リスク）

＜入国制限＞
・なし
＜入国後の行動制限＞
・14日間自宅隔離

○カナダ
・9/18 国境封鎖延長
（10/21まで）

○14日以内に中国、EU等に渡航歴のあ
る永住者以外の外国人
＜入国制限＞
入国不可
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

○カナダ、メキシコ
＜入国制限＞
入国不可※国境封鎖中。不要不急な渡
航を制限。
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

○上記以外の国
＜入国制限＞
左記日本と同様
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

米豪①（2020年10月21日時点）
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世界各国の最新動向

市
場

日本側 相手国側

入国
規制

出国
規制

日本に関する出入国規制 日本以外の国に関する出入国規制

出国規制 入国規制
日本以外の主な

競合国への出国規制
日本以外の国
からの入国規制

カ
ナ
ダ

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告

1.ﾚﾍﾞﾙ1（通常予防策実施）
2.ﾚﾍﾞﾙ2（特別予防策実施）
3.ﾚﾍﾞﾙ3（不要な渡航自粛）
4.ﾚﾍﾞﾙ4（全旅行自粛）

＜入国制限＞
・入国禁止（免除条件あり）
＜入国後の行動制限＞
・14日間自宅等隔離

○フランス、スペイン、ポル
トガル、アイスランド等欧州
諸国、メキシコ
日本と同様。

＜入国制限＞
・カナダ市民権及びカナダ移民権所持者、
米国籍以外の入国禁止
※免除対象（カナダでの労働・留学を許
可された外国人含む）あり
※アメリカは国境封鎖中（10/21まで）。
カナダ・米国間の不要不急な渡航を一時
的に制限
＜入国後の行動制限＞
国籍に関係なく全てのカナダ入国者は、
14日間の自己隔離措置が必要

メ
キ
シ
コ

上陸拒否
等

ﾚﾍﾞﾙ3
渡航

中止勧告
なし

＜入国制限＞
・なし
＜入国後の行動制限＞
・なし

○米国
・9/18 国境封鎖延長
（10/21まで）
（陸路国境における観光等
を目的とした不要不急の移
動を制限中。但し空路での
入国は可）

○米国
・9/18：国境封鎖延長（10/21まで）
（陸路国境における観光等を目的とした
不要不急の移動を制限中。但し空路で
の入国は可）

○その他の国
＜入国制限＞
左記日本と同様
＜入国後の行動制限＞
左記日本と同様

米豪②（2020年10月21日時点）
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世界主要国の感染状況（アジア主要国・1/4～10/19）

出典：WHO Health Emergency Dashboard

出典：COVID-19 Map - Johns Hopkins Coronavirus Resource Center
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世界主要国の感染状況（アジア主要国・6/1～10/19）

出典：WHO Health Emergency Dashboard

出典：COVID-19 Map - Johns Hopkins Coronavirus Resource Center
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国際観光客数の推移（世界全体）

出典：UNWTO（2020.09）

〇国際観光客数（※到着者数ベース）は、世界的な移動制限により、大きく減少している状況。
※4月は前年比97％減、5月は前年比98％減、6月は前年比93％減
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国際観光需要の回復時期に関する予測

〇IATAは世界の航空需要がコロナ前の水準まで回復するのは、2024年になると予測。5月時点では早ければ
2023年と予測していたが、1年後ろ倒し。

※予測は、RPK（有償旅客数×輸送距離）の回復傾向に基づく

出典：IATA（2020.07）
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海外旅行者の意識の変化 ①全般

○「人混みを避ける」、「地域全体で対策していること」は、日本人・外国人を問わず重要。
○「最新設備のある病院へのアクセス」、「非接触型決済」などは、日本人と外国人で感度が異なる。

出典：Tripadvisorプレス資料（2020.07）
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海外旅行者の意識の変化 ②宿泊

○国によって、「気になること」に違い
⇒どの項目も重要だが、ターゲットによりアピールポイントを変えることが必要。

19

出典：Tripadvisorプレス資料（2020.07）
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◆ 積極的な誘客は控えつつ、オウンドメディアによる「将来の訪日」に繋がる発信を展開

◆ DMO・自治体保有のVR動画／高画質動画等を収集の上、海外で発信、フィードバック

コロナ禍での海外への情報発信

・ウェブ、FB、インスタグラムに続く第４弾として
「動画作成ガイドライン」を刊行、JNTOホームページで公開
・外国人に受ける内容の作成方法を詳細に解説

・海外で反応の良かった発信内容を集約して情報提供
・地域へのコンサルティングの際にも活用

・会員より、これまでにJNTOと共有されていなかった
高画質等の動画を収集、海外事務所から海外に発信

（例）徳島県の作成動画
掲載から数年の累積再生数が100回程度であった動画が、北京
事務所からのWeiboでの発信により、1週間で約7万回再生

1. 地域の高付加価値動画を海外に展開

2. 海外の発信成果を地域にフィードバック

3. 動画作成ガイドライン発刊
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JNTOの今後のプロモーション展開

現在：「将来の訪日」につながる「認知」向上のための情報発信

今後：市場毎に状況判断し、段階的に誘客プロモーションを再開

１．物理的な条件

① 日本及び相手国（各市場）における新型コロナウイルス感染症の収束

② 日本への渡航制限（相手国側）／入国制限（日本側）の解除

＜誘客プロモーションの再開に向けて考慮する事項＞

２．国内の受入環境

① 訪日旅行者の受入体制

② インバウンドに対する受入気運の醸成、国内世論の動向

３．海外の消費者や旅行業界のトレンドの変化

21



© 2020 JNTO All rights reserved. 

今後必要となるアクション
～2030年6000万人・15兆円達成に向けて重要なポイント～

市場の多様化

欧米豪からの更なる誘客

消費単価の向上 国内での地域分散

滞在体験の上質化と
戦略的なターゲティング 等

受入地域の偏重の是正

客観的なデータに基づく
マーケティングの高度化

地方誘客に向けた
地域や省庁との連携の強化

目
指
す
べ
き
方
向
性

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
対
応
の
方
向
性

• 各市場のマーケットニーズの的
確かつ継続的な把握

• デジタルマーケティングの更な
る活用

• ネットワーク効果を活用した航
空会社との連携強化

等

新たなパートナーと連携した
プロモーションの展開

• 市場分析に基づいたプロモー
ション方針と事業計画の策定

• 連携先の拡大による潜在顧客
情報の収集

• MICE需要の更なる取込

等

• 受入地域との連携強化

• 良質なコンテンツホルダーや宿
泊施設との連携

• 省庁連携の強化

等
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